
なまえ ひづけ がつ にち

1 水のめぐりを順にならべよう（海の水から始める）。

ア 川となって海に流れこむ イ 雨や雪になって地上にふる

ウ 海の水が水蒸気になる エ 空で冷やされて雲になる

→ → →

2 ことばをえらんで書こう。

海や川の水が、水面から少しずつ水蒸気になって空気中に出ていくこと

を という。

ことば 蒸発 ・ ふっとう ・ 蒸散

3 正しいものに○、まちがっているものに×を書こう。

1 人や動物は、水を飲んで体に取り入れている。

2
植物は、根から水を取り入れ、葉から水蒸気として出してい
る。

3 生物の体には、水はほとんどふくまれていない。

ヒント

海の水が、雨になってまた海にもどるまでを

思いうかべよう。

できたら
はなまる いきもの ・ つぎは 「人とかんきょう」
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水によるつながり
ふつう ★★☆ ・ 水のじゅんかん
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